
2022 2023 2024 2022 2023 2024 2022 2023 2024 2022 2023 2024

認定率 B4-a ％ 見える化・時系列 （各年度年報） 14.0 15.0 16.0 16.7 17.3 17.9 19.0 19.4 19.8 16.5 17.6 18.4

調整済み認定率 B5-a ％
見える化・時系列（比較地域と比較）
（各年度年報）

14.4 14.8 - 15.7 15.8 - 16.3 16.4 - 16.1 16.4 -

調整済み認定率（要介護３～５）B6-a ％ 見える化・時系列（比較地域と比較） （各年度年報） 5.4 5.2 - 5.5 5.5 - 5.5 5.5 - 6.3 6.4 -

調整済み認定率（要支援１～
要介護２）

B6-b ％
見える化・時系列（比較地域と比較）
（各年度年報）

9.1 9.6 - 10.1 10.3 - 10.8 10.9 - 9.7 10.0 -

2022 2023 2024 2022 2023 2024 2022 2023 2024 2022 2023 2024

受給率（施設サ－ビス） D2 ％
見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービス提供月まで,R6
はR6/10サービス提供月まで）

3.1 3.2 3.3 2.5 2.6 2.6 2.8 2.9 2.9 2.6 2.6 2.7

受給率（居住系サ－ビス） D3 ％
見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービス提供月まで,R6
はR6/10サービス提供月まで）

0.5 0.6 0.7 1.4 1.5 1.5 1.3 1.4 1.4 1.1 1.2 1.2

受給率（在宅サ－ビス） D4 ％
見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービス提供月まで,R6
はR6/10サービス提供月まで）

7.0 7.3 7.6 8.6 8.9 9.1 10.4 10.5 10.7 8.8 9.3 9.8

2022 2023 2024 2022 2023 2024 2022 2023 2024 2022 2023 2024

受給者1人あたり給付月額（在
宅および居住系サ－ビス）

D15-a 円
見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービス提供月まで,R6
はR6/10サービス提供月まで）

116,246.2 116,369.8 115,361.8 127,805.7 130,600.6 133,871.8 130,075.8 132,660.9 135,253.3 127,238.5 129,393.2 129,703.8

受給者1人あたり給付月額（在
宅サ－ビス）

D15-b 円
見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービス提供月まで,R6
はR6/10サービス提供月まで）

109,459.9 108,437.1 106,418.2 114,923.9 117,359.6 120,130.1 118,723.4 121,225.2 123,519.0 117,034.8 118,877.2 118,771.9

受給者1人あたり給付月額（訪
問介護）

D17-a 円
見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービス提供月まで,R6
はR6/10サービス提供月まで）

61,957.1 61,299.8 61,414.0 62,036.8 65,243.7 68,842.1 76,919.8 80,033.2 83,244.3 64,716.8 67,755.4 70,707.8

受給者1人あたり給付月額（訪
問入浴介護）

D17-b 円
見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービス提供月まで,R6
はR6/10サービス提供月まで）

70,259.1 64,967.8 62,740.9 61,009.6 61,461.6 63,797.3 61,810.6 63,049.6 65,192.4 59,840.5 61,031.9 60,986.0

受給者1人あたり給付月額（訪
問看護）

D17-c 円
見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービス提供月まで,R6
はR6/10サービス提供月まで）

38,038.4 38,889.8 38,980.2 41,896.0 42,168.5 43,201.3 41,294.5 41,639.3 42,346.3 37,201.8 40,090.1 39,977.5

受給者1人あたり給付月額（訪
問リハビリテーション）

D17-d 円
見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービス提供月まで,R6
はR6/10サービス提供月まで）

31,557.7 29,293.9 34,783.5 35,970.1 36,674.5 37,562.5 33,673.6 34,290.2 35,175.5 37,441.2 37,480.3 38,871.4

受給者1人あたり給付月額（居
宅療養管理指導）

D17-e 円
見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービス提供月まで,R6
はR6/10サービス提供月まで）

14,314.5 14,670.9 14,377.7 14,119.2 14,601.6 14,855.6 12,382.2 12,796.6 13,120.7 13,198.9 13,826.0 14,030.5

受給者1人あたり給付月額（通
所介護）

D17-f 円
見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービス提供月まで,R6
はR6/10サービス提供月まで）

93,174.5 90,298.3 88,986.0 84,592.2 85,571.3 86,845.4 83,257.6 84,467.9 85,849.7 84,326.2 84,013.8 83,460.2

受給者1人あたり給付月額（通
所リハビリテーション）

D17-g 円
見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービス提供月まで,R6
はR6/10サービス提供月まで）

61,989.4 57,502.7 54,423.9 60,197.1 60,919.1 62,017.7 58,136.4 58,919.3 59,678.7 65,425.1 67,350.7 68,478.1

受給者1人あたり給付月額（短
期入所生活介護）

D17-h 円
見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービス提供月まで,R6
はR6/10サービス提供月まで）

127,147.0 130,256.1 116,515.5 119,168.0 118,635.5 121,133.4 108,557.0 106,699.5 108,267.9 107,639.8 109,195.1 116,086.7

受給者1人あたり給付月額（短
期入所療養介護）

D17-i 円
見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービス提供月まで,R6
はR6/10サービス提供月まで）

93,721.5 95,817.7 100,027.2 104,428.7 102,572.8 103,191.7 91,341.9 90,321.4 91,642.9 116,862.0 119,583.0 126,691.6

受給者1人あたり給付月額（福
祉用具貸与）

D17-j 円
見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービス提供月まで,R6
はR6/10サービス提供月まで）

15,875.3 16,011.3 16,288.3 12,884.9 13,010.7 13,088.9 11,965.6 12,126.3 12,207.9 13,329.0 13,540.2 13,467.8

受給者1人あたり給付月額（特
定施設入居者生活介護）

D17-k 円
見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービス提供月まで,R6
はR6/10サービス提供月まで）

178,022.5 179,544.8 185,053.9 186,403.8 189,600.0 194,852.8 184,040.7 187,186.3 191,408.0 186,012.5 190,768.1 194,579.2

受給者1人あたり給付月額（介
護予防支援・居宅介護支援）

D17-l 円
見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービス提供月まで,R6
はR6/10サービス提供月まで）

12,089.2 12,476.9 12,298.5 13,619.3 13,625.9 13,894.6 13,138.4 13,147.8 13,302.6 13,491.4 13,832.3 13,951.5

受給者1人あたり給付月額（定
期巡回・随時対応型訪問介護
看護）

D17-m 円
見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービス提供月まで,R6
はR6/10サービス提供月まで）

- - - 155,194.4 157,885.3 158,121.7 166,008.1 168,947.4 167,926.2 202,860.4 176,479.8 149,839.5

受給者1人あたり給付月額（夜
間対応型訪問介護）

D17-n 円
見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービス提供月まで,R6
はR6/10サービス提供月まで）

- - - 35,301.3 39,640.8 38,759.9 38,814.9 39,393.6 40,711.7 - - -

自由記述

松伏町の施設サービス受給率は3.3％と全国平
均2.9％と比較して高い。一方、在宅サービス受
給率は7.6％、全国平均10.7％と比較して低い。
町内、近隣を含め施設が充実しているため、居
住系サービス受給率は低い。

松伏町は介護保険創設当初から、町内に介護施設があり、
利用者は在宅が難しくなったら、認定申請をして介護保険を
利用して施設入所するという意識が強いことが原因として挙
げられる。現在は介護保険制度創設時に比べて在宅で過ご
すための様々な新しいサービスが提供されていることが周知
されていないことも一つの要因として挙げられる。

介護度別施設サービス利用率を年度で比較検証する。 令和６年度から包括支援センターを２か所に増設し、高齢
者の相談業務を充実させ在宅サービスを周知するよう取り
組んでいる。包括支援センターによる介護導入の時期の
見極めやサービス利用に向けたアドバイスで、在宅サービ
スの利用により重度化を防止し、住み馴れた場所で生活を
続けられるような環境づくりをすることで、施設サービス受
給率を下げる。

松伏町は2024年の認定率は15.9％と全国平均
19.8％と比較してまだまだ低いが、認定率の伸
びが2023年15.0％と比較して0.9ポイント大きく
なっている。高齢者のうち、７５歳以上高齢者の
人数が多くなっていることが原因として挙げられ
る。

松伏町では調整済み認定率（要介護３～５）が全国平均に比
べて低い。令和２年度から高齢者の集いの場づくりとした体
操や、参会者が少ない男性に特化した体操、町の特色であ
る音楽を基にした体操などをおこない、コロナ禍でも工夫して
継続してきたことが、重度化防止につながったと考えている。
しかし今後は、松伏町では高齢化がさらに進み、高齢者の中
の７５歳以上高齢者の割合が増加することから、認定率の増
加が見込まれる。

年齢別の認定者数を把握することで検証できる 重度化防止に向けた、一般介護予防事業のメニューを増
やすなど、幅広い高齢者が予防事業を利用できるような取
り組みを行う。高齢者が孤立しないための地域コミュニティ
の醸成のための取り組みを行う。

自由記述

全国平均等との比較
全国平均等との乖離について理由・問題点等の考察　（仮説の設
定） 設定した仮説の確認・検証方法 問題を解決するための対応策　（理想像でも可）

埼玉県 春日部市

全国平均等との比較
全国平均等との乖離について理由・問題点等の考察　（仮説の設
定） 設定した仮説の確認・検証方法 問題を解決するための対応策　（理想像でも可）

活用データ名・
指標名

指標ID 単位 備考
データの値

自地域
都道府県平均・合計 全国平均・合計

比較地域
埼玉県 松伏町



受給者1人あたり給付月額（認
知症対応型通所介護）

D17-o 円
見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービス提供月まで,R6
はR6/10サービス提供月まで）

- - - 122,468.1 123,159.1 127,658.1 116,352.3 117,998.5 121,009.3 66,133.0 82,675.5 102,098.7

受給者1人あたり給付月額（小
規模多機能型居宅介護）

D17-p 円
見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービス提供月まで,R6
はR6/10サービス提供月まで）

- - - 198,362.9 200,831.0 207,889.2 191,608.7 193,706.1 197,682.3 207,629.6 205,064.4 220,364.3

受給者1人あたり給付月額（認
知症対応型共同生活介護）

D17-q 円
見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービス提供月まで,R6
はR6/10サービス提供月まで）

264,964.5 275,647.1 278,843.9 263,981.0 268,688.1 275,992.9 260,638.3 264,721.7 271,638.9 264,020.0 270,994.1 274,270.3

受給者1人あたり給付月額（地
域密着型特定施設入居者生
活介護）

D17-r 円
見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービス提供月まで,R6
はR6/10サービス提供月まで）

- - - 205,066.6 207,779.0 215,421.2 198,572.6 200,515.2 205,913.8 - - -

受給者1人あたり給付月額（看
護小規模多機能型居宅介護）

D17-s 円
見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービス提供月まで,R6
はR6/10サービス提供月まで）

- - - 277,039.7 278,068.8 290,512.2 260,420.0 264,161.8 270,420.3 283,705.6 244,886.8 255,359.6

受給者1人あたり給付月額（地
域密着型通所介護）

D17-t 円
見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービス提供月まで,R6
はR6/10サービス提供月まで）

106,277.0 120,621.0 120,810.9 70,848.1 70,237.8 71,251.9 74,762.1 74,616.4 75,518.5 83,038.5 83,480.1 86,372.8

受給者1人あたり利用日数・回
数（訪問介護）

D31-a 回
見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービス提供月まで,R6
はR6/10サービス提供月まで）

22.8 22.6 22.2 20.4 21.3 22.7 26.2 27.2 28.5 21.3 21.8 22.8

受給者1人あたり利用日数・回
数（訪問入浴介護）

D31-b 回
見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービス提供月まで,R6
はR6/10サービス提供月まで）

5.6 5.1 4.9 4.8 4.8 4.9 4.9 4.9 5.0 4.8 4.9 4.8

受給者1人あたり利用日数・回
数（訪問看護）

D31-c 回
見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービス提供月まで,R6
はR6/10サービス提供月まで）

9.2 9.1 9.3 8.8 8.9 9.3 8.9 9.0 9.2 7.6 8.1 8.1

受給者1人あたり利用日数・回
数（訪問リハビリテーション）

D31-d 回
見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービス提供月まで,R6
はR6/10サービス提供月まで）

10.6 9.6 11.3 12.1 12.4 12.6 11.5 11.7 11.9 13.1 13.0 13.5

受給者1人あたり利用日数・回
数（通所介護）

D31-e 日
見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービス提供月まで,R6
はR6/10サービス提供月まで）

11.3 11.2 10.7 10.8 10.9 10.9 10.7 10.8 10.9 10.4 10.4 10.3

受給者1人あたり利用日数・回
数（通所リハビリテーション）

D31-f 日
見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービス提供月まで,R6
はR6/10サービス提供月まで）

6.0 5.7 5.0 6.1 6.1 6.2 5.7 5.7 5.7 6.5 6.8 6.8

受給者1人あたり利用日数・回
数（短期入所生活介護）

D31-g 日
見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービス提供月まで,R6
はR6/10サービス提供月まで）

14.9 14.8 13.5 13.7 13.5 13.6 12.7 12.4 12.3 12.4 12.6 13.1

受給者1人あたり利用日数・回
数（短期入所療養介護）

D31-h 日
見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービス提供月まで,R6
はR6/10サービス提供月まで）

9.1 9.5 9.2 9.1 8.8 8.7 8.1 7.9 7.8 10.3 10.2 10.5

受給者1人あたり利用日数・回
数（認知症対応型通所介護）

D31-i 日
見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービス提供月まで,R6
はR6/10サービス提供月まで）

- - - 10.9 10.9 11.0 10.6 10.7 10.8 10.9 13.5 16.5

受給者1人あたり利用日数・回
数（地域密着型通所介護）

D31-j 回
見える化・時系列
（各年度年報,R5はR6/2サービス提供月まで,R6
はR6/10サービス提供月まで）

12.2 13.5 12.6 9.1 9.1 9.1 9.4 9.4 9.4 9.7 9.8 10.2

全国平均等との比較
全国平均等との乖離について理由・問題点等の考察　（仮説の設
定） 設定した仮説の確認・検証方法 問題を解決するための対応策　（理想像でも可）

松伏町では在宅サービス系の利用金額、利用
回数は全国平均に比べて低い。一方、短期入
所系が高い。

短期入所系の利用が多いのは、高齢者単身世帯や高齢者
のみの世帯が多く、これらの方々がいずれ施設サービスを利
用することが考えられ、給付費の増加につながると考えられ
る。

次期計画策定に向けたアンケート調査。 短期入所利用を経て施設サービス利用となり、在宅サービ
ス利用が少なくなっている現状から、今後は小規模多機能
型サービス事業所などのまだ町内にない新しいサービスを
含め、在宅サービスなどの多種のサービスを複合的に利
用できれば、住み馴れた地域で暮すことができると考えら
れる。また、住み慣れた地域で暮らすことで、施設サービス
費の増加が抑えられると考える。

自由記述


